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★
林
野
火
災
の
特
徴
と
は
・
・
・

　

﹁
林
野
火
災
﹂
い
わ
ゆ
る
山
火
事
は
、
住

宅
地
で
の
火
災
と
は
異
な
り
、
一
旦
発
生
す

る
と
消
防
水
利
の
不
足
や
道
路
状
況
な
ど
の

地
理
的
、
地
形
的
な
条
件
か
ら
消
防
活
動
が

非
常
に
困
難
な
た
め
、
焼
損
面
積
が
広
範
囲

に
及
ぶ
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

林
野
火
災
に
よ
る
森
林
の
喪
失
は
保
水
能
力

の
低
下
を
招
き
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
自
然
災

害
を
誘
発
す
る
な
ど
大
き
な
災
害
の
要
因
に

も
な
り
、
一
度
焼
失
し
た
森
林
は
再
生
す
る

ま
で
に
数
十
年
と
い
う
歳
月
を
要
し
ま
す
。

★
林
野
火
災
の
出
火
原
因
は
・
・
・

　

林
野
火
災
の
出
火
原
因
は
、
﹁
た
き
火
﹂

﹁
た
ば
こ
﹂
﹁
火
入
れ
﹂
な
ど
火
気
の
取
り

扱
い
の
不
注
意
や
不
始
末
に
よ
る
も
の
が
大

部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

★
林
野
火
災
を
な
く
す
た
め
に
・・・

　

林
野
火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、
山

に
入
っ
て
も
火
を
使
わ
な
い
こ
と
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。
や
む
を
得
ず
火
を
使
う
場
合

は
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

林
野
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

１
．
枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り
や
す

い
場
所
で
は
、
た
き
火
を
し
な
い
！

２
．
た
き
火
等
火
気
の
使
用
中
は
そ
の
場

を
離
れ
ず
、
使
用
後
は
完
全
に
消
火
す

る
！

３
．
強
風
及
び
乾
燥
時
に

は
、
た
き
火
、
火
入
れ

を
し
な
い
！

４
．
火
入
れ
を
行
う
際
、
許
可
を
必
ず
受
け

る
！

５
．
た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫
煙

し
、
吸
殻
は
必

ず
消
火
し
、
投

げ
捨
て
な
い
！

６
．
火
遊
び
は
し
な
い
！

　林野火災の大部分は皆さん一人ひとりの注意で防ぐことができます。貴重な環境資源である森林を
林野火災から守るため、林野での火気の取り扱いには十分注意しましょう。

「消さないで　小さな命の　帰る場所」
（平成22年全国山火事予防運動統一標語）

　これからゴールデンウィークを迎え、ハイキングや山菜採りで山に入る機会が増えると思います。
休憩中に一服し、あなたが何気なく捨てた “たった１本のたばこ…”。でも、それが取り返しのつか
ない大きな林野火災（山火事）につながる可能性があります。
　いったん発生してしまった林野火災を消すことは決して簡単なことではなく、時には財産ばかりか
人命の危険を伴うこともあります。さらに、林野火災により一度失われた貴重な森林は、回復するま
でに大変長い年月がかかり、多くの人々の心に大きな爪跡を残すのです。
　山に出入りする一人ひとりが火の取り扱いに気を付け、山火事の予防に心掛けて下さい。

山火事を防ぎましょう


